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概要   

既存の検索エンジンでもつ検索機肯削二加え「ユーザの利用にあわせて収録データを拡大し自分のデータベー  

スを成長」する機能を実装したサーチエンジンを開発した。このシステムでは、検索結果となったページ  

にアクセスした際にそのページのURLを保存し、このURLとそのページから一階層のリンクをたどり  

ページを取得し、データベースを再構築している。これにより、検索エンジン上のデータをよりノイズの  

少ないものに保ち、WWW上の情報検索をより効率的に行うことを目的としている。  

1998年9月から10月までの間、国内の図書館のWebページをデータベース化し、図書館職員を対象に試  

行を行った。多用なページの収集によりデータベースも拡充され、結果としてヒットするキーワードも増  

加する結果が得られた。  
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1．はじめに  

インターネットという情報の発信個所が各所に分散した環境において、WWWは情報の形態やプロトコ  

ルの異なる個々のサービス同士をハイパーリンクで結合し、容易にアクセスできるようにしたシステムと  

いえる。既存のサービスと異なり簡易な手順で利用でき、また情報の発信も容易にできることから爆発的  

に普及し現在のインターネットの急速な発展の原因の一つとなった。   

しかし、発信の容易さはインターネット上の情報を劇的に増加させた。WWWでは個々のサイトから情  

報を発侶でき、情報同士をハイパーリンクにより容易に結合できる反面、一個所に情報の所在や概要を集  

積するようなシステムとしては設計されていなかったため、11Jl′Ⅴ†Ⅴサーバの増加は同時に情報の洪水を生  

んだ。結果、情報の所在や内容を把接しにくくし、有益な情報が埋もれてしまうことになる。   

このため、インターネット上の情報を整理して提供するサービスが自然発生的に生まれた。比較的古く  

から存在するのは、TheWWWVirtualLibrary［1］と呼ばれるWWWでの情報を項目別に分類しディレク  

トリ形式でまとめたもので、これは世界各地で分野を分担して作成されている。同様のディレクトリサー  

ビスの一つYal100！では、ホームページを開設したユーザからの登録申請を元に分野ごとの複数の担当者が  

登録作業を行っている。   

一般に「検索エンジン」あるいは「サーチエンジン」などとも呼ばれる、自動的にWWW上の情報を  

集積しデータベースにするサービスも行われている。多くの場合、「スパイダー」あるいは「ロボット」と  

呼ばれる自動検索プログラムが日夜全世界のWWWサーバを巡回して情報を集め、データベースを作成  

している。日本国内ではgooやinfbseek、altavistaなどのサービスが有名で、多くのユーザに使われてい  

る。これらのサービスは非常に多くのWebページを収録しており、網羅的な検索を行う場合は有効である  

が、網羅的であるがゆえに検索結果中には必要としない情報（ノイズ）も多い。また、サービスごとに使  

用できる検索機能や網羅性に特徴があるため、場合によっては使い分けることも必要となる。   

これら既存の検索サービスの現状の問題点としては、  

●収録範囲が多いため、検索結果にノイズがある  

●収録範囲の増大とともに、サービスの維持管理のコストも増大する   

などが挙げられる。   

そこで、これらの問題点を解決し効率的な情報検索を行いうるシステムとして、以下の方法をとる検索  

システムを開発した。  

●専門分野に特化したデータベース  

・収録するデータは利用者によって評価し、有効なデータのみを収録   

まず、データベースの専門化であるが、収録する分野を決定しデータを収集するサイトを特定することで、  

ある程度の収録デー．タの専門化が図れると想定している。また、検索結果の表示時に提示されたサマリー  

を参照し、この中から有効と思われるURLヘアクセスすることで評価をしたものとする。   

以下、このような方法を持った検索システムの概要や試行の状況などについて述べる。  
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2．システムの概要   

このシステムでは、既存の検索エンジンでもつ検索機能に加え「ユーザの利用にあわせて収録データを拡  

大」する機能を実装している。  

検索エンジンは、多くの場合は自分の必要とする情報を検索するために利用され、利用者は検索した結果の  

サマリーを見てアクセスするかどうか判定している。このシステムでは、このような利用者の行動をもって  

ユーザによるデータ・の評価としており、検索結果となったページにアクセスした場合はそのページのURL  

を保存している。そして、このURエとそのページから一階層のリンクをたどったページを取得し、デー  

タベースを再構築している。このような手順により、ユーザは特に意識することなくデータベースに追加  

するデータを決定することができ、評価されたデータのみを採録できると考えられる。  

デ肘夕べースシステムにはNalllaZtl［21を採用している。Nal－1aZuは高林によって開発された日本語全文検  

索システムで、GPL2（GNU〟般公有使用許諾番バージョン2）に基いたフリーウェアである。手軽に使  

えることを第一1＝目指したシステムで、CGl（CommonGate、VayTnterface）としてWWW上のデータベー  

スとして動作するほか、自分の所有するパソコン上のファイルを対象としたパーソナルなデータベースの  

隅執こも利用できる。  

NaIllaZllの特徴としては、  

○ ソースが公開されている  

。ユーザのメーリングリストで稼動状況の報告や情報交換が行われ、機能拡張が迅速に行われている。  

○高速かつ導入が手軽   

などがあるが、今回NalTlaZuをデ｝夕べースとして採用した理由は「手軽に導入と運用ができ、比較的高  

性能」な点による。また、ソいスが公開されているため、実行時の挙動がつかみやすく柔軟な運用が可能  

なことも評価している。さらに、kakasi【3】を用いて語句の分かち審きを行うが、辞審を拡張することによ  

嘉）インデックス時の精度を向上できるなど、専門分野に特化したデータベースの作成に有効だと思われた。  

デMタの取得には、Vget［4］を利用している。WgetはGNUによるフリーウェアで、WWWサーバ上に置か  

jtたrobots．txlを読み取りデータ取得の可否を判定するため、情報提供者側の意思を多少なりとも反映で  

きるものと考えられる。  

ユーザがアクセスしたリンクの記録は、Oido王－が作成したLi】1kCl－eCker囲を改造し利用している。もとも  

とは、アクセス回数などを記録するperiで記述されたスクリプトであったが、今回はこれに手を加えて取  

得対象となるURLを別途記録するように改造を行った。  

これらを組み合わせ、シェルスクリプトを用いて定期的にページを取得しデータベースの再構築を行うシ  

ステムを構築した。図1に、本システム「自動成長型サーチエンジン」の概要を示す。  

3．データベースの構築  

今回開発したシステムを利用し、国内の図番館で公開されているWebページを収集しデータベースと  

することにした。すでに、国内の図書館で運用されている1VWⅥrサーバ約100個所を収録対象とした検  
索サービス「国内図書館Ⅵ7eb検索システム」［6】を試行的に運用していたが、サイトを巡回してのデータ  

の収集と更新に時間を要するなど、逐次の更新を行うためには問題が多かった。特定多数のサイトからロ  
ボットで1矩bページを取得するが、リンクをたどりすべてのファイルに対して定期的にアクセスするた  

め、サーバへの負荷やネットワークのトラフィックの増大などが危倶された。  
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図1自動成長型サーチエンジン  

システム概念こ図  

アクセスしたページから   

リンクされている  

Webページ寄手   

Webページヘアクセス  

そこで、今回の試行では、林が作成・メンテナンスをしている国内の図書館で目録サービスを提供してい  

るサイトを集めた1）ンク集「JumptoI，ibrary！（inJapan）」［7】を基点とし、ここから一階層のWebページ  

を取得し最初のデータベースとした。これにより、国内の100個所近い図書館のホームページとOPAC（オ  

ンライン利用者目録）のページが最初のデータベ←スとなった。これらのデータの集合に村しユーザが検索  

を行い、リンクされたページにアクセスすることで、このデータベース自体がさらに成長して行くことに  

なる。収集する分野を図書館関連のページとしたのは、利用者としてインターネットでの情報検索につい  

て興味や経験のあるユーザ層である図書館職員を想定し、かつ収集する情報に村してある程度の評価がで  

きるであろう点が理由である。   

Ⅵ屯bページ取得は、村象となるURLを蓄積しこれをまとめてcronにより毎晩午前1時ごろ自動的に  

行っている。データベースの更新は、取得したページの数によるがおおむね2時間以内には完了している。  

このとき、村象分野以外のページはなるべく取得しないようyahooやinfbseek，NTTなど大規模なディレ  

クトリを提供しているページは、取得対象から除外している。   

参考のため、今回のシステムが稼動している環境を以下に示す。  

マシン：D土gitalAlphaServer21004／275  

メモリ：2 Gl）  

OS   ：D土gitalVⅣエⅩ3・2G  
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4．利用状況と考察   

1998年8月から、このシステムを大学図番館職員などで構成されるメーリングリストで広報し、試行を開  

始している。  

データベース自体も徐々に成長しており、さまざまな1帽）ページを収集している。以下、いくつかの表に  

て●1998年8月から9月までの利用の状況を示す。表1は、ヒットしたページにアクセスした割合である  

が、検索結果全体のURLから見ると数％程度であることが分かった。これは、  

表1ヒットしたページにアクセスした割合  
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●検索はしたものの実際には検索結果にアクセスはしなかった   

あるいは、  

●いくつかの検索結果の申からひとつを選択して閲覧し、そこからリンクをたどちて行くことで目的の  

ページにたどり着いた   

かのいずれかの理由が考えられる。表2は、実際に検索語として使われたキーワードが、データベースの  

成長の過程でどのようにヒット数が変化したかを示す。いくつかのキーワードでは、利用に応じてヒット  

数が増加していることが分かる。表3は、取得したページと 、インデックスされたページとの比較である。  

これは、デ…夕べースがどこまで成長するかを表しているが、約2ケ月という期間では取得したページと  

インデックスしたページのとの比率に特段の変化は見られない。このことから、現時点では利用に応じた  

一定の割合で成長しているものと考えられる。また、表4が実際にアクセスされたページのURLとその  

回数である。全体では245のURLがアクセスされているが、その半数以上は1匝l程度のアクセスにとど  

まっている。5回以上のアクセスのあったWebページは6URLに過ぎなかった。表5はアクセスの多かっ  

たページであるが，インター ネット上のリソースへのリンクをまとめたページが多い。  

以上の点から、今回の約2ケ月間の試行に於けるユーザの利用とその結果をまとめると、ユーザがアクセ  

スするページは特定されず、このため収集対象とするページも多様化している。また、多様なページの収集  
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によりデータベースも拡充され、結果としてヒットするキーワードも増加する結果となった。さらに，ア  

クセスされたページを見ると，他所へのリンクをしているページは参照されやすいことが考えられる。  

5．関連の研究   

今回のアプローチ以外にユーザが利用したデータを収集する手法としては、prOXyヤクライアントマシン  

上に蓄積されるcacl－eを利用するという方法囲［9〕がある。通常、CaCl－eは一度取得したデータを複数で利  

用するなどして効率的に利用しアクセスの高速化やネットワークの効率化を図る手段であるが、一度アク  

セスしたページをデータベース化し共有することで、今までユーザー人のものであった情報や検索手法を  

共有する、というものである。  

特に、清水らのPんsearcll【8】では、実際にアクセスしたデータを共有することで検索需要のうちおよそ2  

剖を支揺することに成功するなど、ノJ、規模な実験ながら妥当な結果を得ている。これらの手法を応用する  

ことで、より高い精度でユーザの検索行動を支援することができるのではないかと考えている。  

6．今後の課題と機能拡弓長   

本稿では、1998年8月から9月までの試行を通じての結果について取り上げたが、今後もさらに運用を行  

うことで、長期にわたる利用状況などを把旛し検証を行うことを考えている。  

今後の課題としては、ユーザの検索行動の柁墟が挙げられる。たとえば、検索結果からアクセスされたWeb  

ページが、ユーザの希望に合致するかどうかを確認することもデータの評価という点では必要であろう。  

また、データの精度をさらに向上させることも必要であると考えられる。10月からは、筑波大学回春館郎  

の近藤が作成した図番館用かな漠字変換辞審パッケージトdic【10〕を1くakasiに組み込み、図書館用語などを  

インデックスとして切り出している。これにより、国富館職員がよく使う用語での検索の際にヒット率が  

向上するものと想定される。また、新規に取得したWebページを別にデータベース化し検索できる機能を  

追加した。現在、この機能を使い新規に取得したWebページの中からユーザが指定したキーワードで検索  

を行い、一定以上のスコアを記録したページのみをデータベースに追加する機能の実装を進めている。将  

来的には、ユーザの指定した語に加え、類義語辞昏を利用して語彙を拡張した上でフィルタリングを行っ  

てデータベースに追加することを考えている。これに加え、最初にデータベースとしたWebページの質や  

特性によって、収集されうるページも変化することが予測される。今後は、データ収集の基点となるWeb  

ページの選定や評価の手法についても検証を行いたい。  

今後、本システムについては、研究者のグループや個人など小規模な集団での利用を考慮して構築を行い、  

より収録分野を絞った検索エンジン作成用システムとしていきたい。具体的には、研究者など専門知識と  

情報検索を行いうるグループよりその分野の基礎となるWebページを聞き取った上で、そこからいくつか  

のページを収集しデータベースとする。そして、このデータベースを利用してもらうことで、グループに  

より評価されたページを収集して行く。いわばその道のプロによる「データベースの調教」を行い、デー  

タベースを適切な形で拡張するのである。これをいくつかの分野について行い、最終的には個別の専門分  

野が統合された検索エンジンの構築を目指すものである。  
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llttlP：／／www・ingrid・Org／w3conトjapall／97／shimizu／pas－info．1i，ml，1998年10月1日アクセス  

［9］吉岡恒夫、代理サーバを利用した検索システム‥http：／／infbnet・aist－nara・aC．jp／member／tsuneo－y／，1998  

年10月1日アクセス  

【10］近藤努、図番館用かな漢字変換辞審パッケージトdic：http＝／／www．tulips．tsukuba．ac．jprkondou／ldic／，  

1998年10月1日アクセス  
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表2 キー、ウードとヒット敷の増加  

複素日時   キーワード   ヒット件数   

Tue Åugll12：40：161998  j乱唱   19   

Thu Aug1308：44：391998  j乱唱   19   

叩ed Aug1915：12：1319！柑  j8Va   53  

FriAug1415：01：561998  刑ebcat   70   

Thu SeplO13：14：111998  叩ebc⊇t   78  

hhn AuglO19：25：451998  z39．50   3   

h†on Åug 3120：3〔）：411998  Z39．50   5   

Thu SeplO13：16：421998  z39．50   7  

Thu Aug1313：3l：351998  国文学研究   13   

Tue Aug1811：42：31199日  国文学研究   13   

押ed Aug 2615：22：091998  国文学研究   14   

Thu Sep 311：12：O21998  国文学研究   15  

FriAug1415：16：261998  中国語   27   

明ed Aug1911：58：321998  中匡l語   29   

Thu Sep1710：59：281998  中国語   66  

FriAug1415：03：48199【き  電子国書紺   66   

Thu SeplO17：25：181998  電子国書紺   74   

Thu Sep1710：55：551998  電子図書館   80  

Sun 丸ug16 22：31：181998  農業   40   

押ed 九ug1912：28：181998  農業   48   

Fri入ug 2111：47：251998  農業   49   

Tue Aug 25 2l：39：341998  農業   60   

Hon Aug 3115：47：031998  農業   65   

州ed Sep 9 23：35：021998  農業   69   

h一口n Sep1419：39：401998  農業   71   

FriSep1814：12：381998  農業   80   

Sヨt Sep19 01：21：171998  農業   94   

Sun Sep 20 22：23：051998  農業   97   

Tue Sep 2208：52：361998  農業   l三   

hlon Sep 2815：50：11199日  農業   108  

州ed Åug1911：52：571998  文字コード   6   

Thu SeplO13：27：32199日  文字コード   19   

FriSepll13：00：261998  文字コード   22   

Thu Sep1710：51：341998  文字コード   32  

h†on Aug1713：12：481998  薫末   16   

明ed Aug1910：40：141998  薫末   28   
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表3取繕したページとインデックスしたページ  

1抑）  

1輸）  

1－1（X）  

12（X）  

1000  

8：※）  

㈱  

400  

200  

0  

ヽl  

ー取律したページ ‥‥インデックスしたページ  

1998／8／8  †998′8／18  1998／8／28  1998／9／7  1998／9ハ7  1998／9／29   

表4 URLごとのアクセス回数  

URL   

11［司のアクセス   

9匝Iアクセス   

8匡lアクセス   0   

7恒】アクセス   2   

6回アクセス   

5回アクセス   

4回アクセス   10   

3回アクセス   12   

2匡lアクセス   37   

1匝】アクセス   1〔【0   

合計   245   
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表5 アクセスの尊かったページ  

URL   アクセス数   

http：／／w州W．ntt．COjp／SQL帆RE／vuwvv－in－JPづ．htm］   

日本のWWWサーバくNTT）   

http：／／椚…2．ILchiba－u．aCJpryamamotoAink．htmI   
9   

lnternetResourceSeIectionく千葉大学）   

http：／／阿州W．n－1ib．toho－u．aCjp／z：芯ShVkenkyu．htm   
了   

研究室資料について（東邦大学習志野図書紺〉   

http：／／ww．tuIips．短ukuba．acJp／otherrjap3n．html   
7   

日本の図書館（筑波大学〉   

http：／／佃VU．1ib．ynu．acjp／LINK／［ibrarY．html   
6   

本と国書矧こ関する情弼（横浜国立大学〉   

アクセスの尊かったページのうち、上位5つ  
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